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を種々の TLR リガンドで刺激した結果、TLR3 リガンドの PolyI:Cが最も強く IL-17C発
現を誘導するとともに、human β-defensin (hBD) 2、colony-stimulating factor (CSF) 3、
S100A12 等の生体防御関連遺伝子発現を誘導することが示された。この発現は
TLR3/TRIF/NF-κB 経路の阻害により減弱することから、PolyI:C による IL-17C ならび
に生体防御関連遺伝子発現の誘導は、この経路を介することが確認された。さらに
IL-17C が気管上皮細胞において直接的に生体防御関連遺伝子発現を誘導すること
が示され、加えて IL-17RE ノックダウンにより PolyI:Cによって誘導される IL-17C発現
は影響を受けずに、生体防御関連遺伝子発現は減弱することが示された。すなわち
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